
それでは、2つの予備知識を頭に入れたところで、本題に入ります。
1つ目のシチュエーションとして、図書や雑誌論文の最後にある「参考文献リス
ト」の書誌情報から、論文のフルテキストを入手する方法を解説します。

2.シチュエーション1：
参考文献リストの情報から



図書や雑誌論文の最後に掲載されている参考文献リストは、文献を特定するため
に必要な情報（書誌情報）が、一定の決まった形式で記載されています。
リストの書き方は分野や雑誌によってさまざまですが、基本的には、前半が論文
に関する情報、後半がその論文が掲載されている雑誌に関する情報であるといえ
ます。

スライドの例をとって説明します。
前半部分には、論文の著者名と論文タイトルが書かれています。
後半部分を見てみると、雑誌名が『国語と国文学』、出版年が2007年、収録さ
れている巻号が84巻6号、そして論文の掲載ページが1ページから16ページ、と
いうことが分かります。

なお、例に挙げた文献の書誌情報の書き方は、SIST（科学技術情報流通技術基
準）に則っています。

必要な情報を読み取る：日本語論文の例

参考文献リストの書き方は分野や掲載雑誌などによってさまざま

※上記の例は、「科学技術情報流通技術基準（SIST）」に則っている

基本的には、前半が論文に関する情報 / 後半が雑誌に関する情報

※出版年は著者名の直後にくることも多い

仁田義雄.日本語の主語をめぐって.

国語と国文学. 2007, 84(6), pp.1-16.

論文の著者名 論文タイトル

雑誌名 出版年 巻号 開始-終了ページ
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こちらは英語論文の例です。
英語の場合も、前半が論文に関する情報、後半がその論文が掲載されている雑誌
に関する情報というところは同じです。

後半の雑誌名にご注目ください。
海外の論文の場合、このように雑誌名が省略形になっていることがあります。戸
惑うかもしれませんが、落ち着いて読み取っていきましょう。

文献の言語が日本語か英語かにかかわらず、大阪大学で入手することができるか
を確認するには、「雑誌名」と「巻号」の2つの情報が必要です。
入手したい論文の書誌情報をメモするときには、この2つの情報を忘れないよう
にしましょう。

必要な情報を読み取る：英語論文の例

「雑誌名」と「巻号」を手がかりにして阪大での入手可否を確認

入手したい文献の書誌情報をメモするときは、この2つを忘れないこと

Astell-Burt T, Hartig T, Eckermann S, Nieuwenhuijsen M, McMunn A, 

Frumkin H, et al. More green, less lonely? A longitudinal cohort study. 

Int J Epidemiol 2022;51(1):99-110.

論文の著者名(6名+α) 論文のタイトル

雑誌名 出版年 巻号 開始-終了ページ

11



参考文献リストの書き方に関する参考情報です。

さきほどの例では、SISTに則った文献情報を参考にしました。
参考文献リストの書き方として代表的なものには、SISTのほかに、アメリカ心
理学会（APA)のAPAスタイル、現代言語学会（MLA）のMLAスタイル、シカゴ
大学のシカゴスタイルがあります。
より詳しく知りたい方は、スライドに掲載しているリンク先を参照してください。

Purdue OWLはPurdue大学が運営する、アカデミックライティングに関する情
報をまとめたサイトです。APA、MLA、シカゴの各スタイルに従った参考文献
の書き方が豊富な例を使って解説されています。
「参考文献の書き方」は、外国学図書館のラーニング・サポーター（大学院生）
が作成したパスファインダーです。参考文献の書き方についてコンパクトに解説
されており、概要をつかむには最適ですので、こちらもぜひご覧ください。

（参考）参考文献リストの書式

参考文献リストの書式には、いくつかの代表的なスタイルがある。

‣SIST（科学技術情報流通技術基準）

‣APAスタイル

‣MLAスタイル

‣シカゴスタイル

Purdue OWL （Purdue University）

「参考文献の書き方」（外国学図書館LSパスファインダー）
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それでは、さきほど例に示した英語論文の本文を、阪大のOPACを使って入手し
てみましょう。
検索の手順は、スライドに示した番号の通りです。
①まず、雑誌のタイトルで検索し、その雑誌が大阪大学で利用可能か確認する。
②その雑誌が利用可能である場合には、読みたい論文が掲載されている巻号が利
用可能か確認する。
③目当ての巻号も利用可能である場合には、読みたい論文が利用可能か確認する。
という手順を踏むこととなります。

阪大OPACで論文を探す

【検索の手順】

①ジャーナルのタイトルで検索する（論文タイトルでは検索できません）

②該当する巻号を利用することができるか確認する

③該当する論文を利用することができるか確認する

Astell-Burt T, Hartig T, Eckermann S, Nieuwenhuijsen M, McMunn A, 

Frumkin H, et al. More green, less lonely? A longitudinal cohort study. 

Int J Epidemiol 2022;51(1):99-110.
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それではこの英語論文について、阪大で使えるかどうか確認してみましょう。
電子ジャーナルも紙の雑誌も、図書館の蔵書検索システムであるOPACで検索す
ることができます。
まずはOPACで、探している雑誌が阪大にあるかどうかを確認しましょう。

ご存じの方も多いとは思いますが、OPACは図書館Webサイト
（https://www.library.osaka-u.ac.jp/）のトップページから利用できます。
「蔵書検索」タブがデフォルトで開いていますので、こちらの検索窓から検索し
てください。（もちろん、初めからOPACを利用していただいてもかまいませ
ん。）

ここで重要なのが、検索窓に「雑誌名」を入力して検索することです。OPACに
は論文単位ではなく雑誌単位で書誌情報が登録されているため、論文のタイトル
では検索することができません。

例にあげた雑誌名は「Int J Epidemiol」です。海外の雑誌は多くの場合、略称の
まま検索できますが、うまく行かない時は、各単語のあとにアスタリスク「*」
をつけるとよりヒットしやすくします。今回は、「Int* J* Epidemiol*」と入力
して検索します。

図書館Webサイト https://www.library.osaka-u.ac.jp/​

トップページ > 蔵書検索（OPAC） から検索

①ジャーナルのタイトルで検索する

① ②
雑誌名で検索
※洋雑誌は多くの場合、略称で検索が可能

略称でうまくいかないときは、単語の最後に
*（アスタリスク）を付ける

例: Int* J* Epidemiol*
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そうすると、このように検索結果が表示されました。探している雑誌は
International journal of epidemiologyで間違いなさそうです。
「雑誌」と「電子ジャーナル」の2つの結果がありますね。アイコンの色と形が
違うので、見分けがつくかと思います。ここで「雑誌」と表示されているものが、
紙の雑誌です。

電子ジャーナルからファイルをダウンロードすることができれば一番楽なので、
まずは電子ジャーナルを見てみましょう。雑誌名をクリックして、詳細画面へ移
ります。

①ジャーナルのタイトルで検索する

雑誌名をクリックすると
詳細画面へ移動
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電子ジャーナル

紙の雑誌



こちらが電子ジャーナルの詳細画面です。

この画面でチェックしてほしいのが、所蔵情報の欄に表示される表の、「巻号」
の欄です。
というのは、大阪大学でその雑誌の創刊号から最新号までの全ての号が利用でき
るとは限らないからです。
読みたい論文の載っている巻号やその出版年が、この範囲に入っているか確認し
ましょう。
この雑誌のように複数のアクセス先がある場合がありますが、どれか1つにでも
含まれていれば、読みたい論文を利用することができます。

探している論文は、2022年に出版された51巻1号に掲載されています。
一番上のアクセス先で利用できる巻号が「Available from 1996-01-01 to 
Present」とあるので、利用可能な範囲に含まれていることが分かります。
探している論文の掲載巻号が利用できることが分かったら、該当するアクセス先

へ「e-Journal」ボタンからアクセスしてください。

②該当する巻号が利用できるか確認する
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OPAC詳細画面（電子ジャーナル）

①読みたい論文の巻号や出版年が

利用可能範囲に入っているかを確認

②読みたい巻号が入っていれば、
「e-Journal」ボタンからアクセス



アクセス先は、論文を公開しているページであることもあれば、論文を収録して
いる電子ジャーナルのWebサイトであることもあります。
電子ジャーナルのWebサイトのトップページが開いたら、巻号リストや記事検
索から読みたい論文を探します。

今回は巻号リストから探してみましょう。
メニューバーから「Issues」をクリックすると、「Browse Issues」の欄が出
てきます。
該当する年と巻号（今回は2022年の51巻1号）を選択して、読みたい論文タイト
ルをクリックします。
PDFをダウンロードすれば、フルテキストを入手ですることがきます。

以上がフルテキストを入手するための一つ目の手段である、電子ジャーナルをダ
ウンロードする手順です。

③該当する論文が利用できるか確認する

③巻号リストや記事検索で論文を探す



次に二つ目の手段をご紹介します。
電子ジャーナルが利用できないときは、紙の雑誌を大阪大学で利用できないかを
確認しましょう。

OPAC検索結果の一覧画面から、「雑誌」のアイコンが表示されている方のタイ
トルをクリックします。

表示された詳細画面で、まず、紙の雑誌がどの図書館に所蔵されているかを確認
します。「配架場所」の欄をチェックすると、「共統計」（研究室）と、「生命
図」（吹田キャンパスの生命科学図書館）に紙の雑誌が所蔵されていることが分
かります。
次に、「所蔵巻号」の欄で、読みたい論文が掲載されている巻号が所蔵されてい
るかを確認します。
今回探している論文が掲載されているのは51巻でしたので、残念ながら大阪大
学では読みたい論文が掲載されている紙の巻号を利用することはできないことが

分かります。

以下では、利用したい巻号が所蔵されていた場合について解説します。
たとえば、この雑誌の30巻が利用したい場合、生命科学図書館の所蔵資料を利
用することになります。
「生命図」の「所蔵巻号」欄をのリンクをクリックすると、画面の下方に詳細な

紙の雑誌を取りに行って論文を読む場合

18

OPAC詳細画面（紙の雑誌）

①どの図書館に
あるか確認する

②「所蔵巻号」をクリックし、

それぞれの号の配架場所を
確認する
※号によって置き場所が違うこともある



巻号リストが表示されます。このリストの「配架場所」の欄から、読みたい号が
どこに置いてあるのかを確認してください。（OPAC上の配架場所が館内のどこ
にあるのか分からない場合は、図書館職員にお気軽にお尋ねください。）

雑誌によっては、巻号によって同じ図書館内でも配架場所が異なる場合がありま
すのでご注意ください。

配架場所を特定できたら、実際に図書館に足を運び、紙の雑誌を入手して、読み
たい論文を読んだり図書館内でコピーしたりします。
雑誌の貸出については図書館によってルールが異なるため、所蔵館のルールに
従ってください。



それでは、ここまでのまとめです。
文献入手を検討する1つ目のシチュエーションとして、参考文献リストの書誌情
報をもとに論文フルテキストを入手する方法を解説しました。
読みたい論文が掲載されている雑誌のタイトルと巻号を確認し、該当する巻号を
大阪大学で利用することができるかどうかを蔵書検索（OPAC）で調べることが、
基本的な手順でした。
OPACでは紙の雑誌と電子ジャーナルをまとめて探すことができますので、ぜひ
この方法を試してみてください。

参考文献リストからフルテキストを入手するときは・・・

入 口：図書館Webサイトの蔵書検索（OPAC）

探し方：雑誌名で検索

OPACで電子ジャーナルと紙の雑誌をまとめて探せます

ここまでのまとめ
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なお、大阪大学に読みたい雑誌が所蔵されていない場合もあります。

探している資料が大阪大学附属図書館に所蔵されていない場合は、OPACの検索
画面に「該当する資料が学内に見つかりません。」という表示が出ます。
そのような場合には、検索窓の上部にあるCiNii Booksや国立国会図書館サーチ
のタブから、同じキーワードでそれぞれのデータベースを検索することができま
す。

大阪大学に所蔵がないときは・・・

探している雑誌が阪大に所蔵されていないときは、タブを切換えて

①CiNii Books、②国立国会図書館サーチでも探すことができます。
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